
高校生同士でチームを組み︑

東映太秦映画村で︑未来をつくるコンテスト！

主催 ： プログラム・デザイン ： 

京都イノベーション・サマープログラム 2023
K Y O T O  I N N O V AT I O N  S U M M E R  P R O G R A M  2023

会 場  ： 東 映 太 秦 映 画 村  /  オープンイノベ ーションカフェ「 K O I N 」
 7.28 FRI. 7.29 SAT. 8.4 FRI. 2023 3 DAYS [9:00-16:30]

参 加 無 料 + 特 典 つき
対 象  :  関 西 圏 に 在 住 の 高 校 生また は 高 専 生

この夏︑京都から︑

エンタメの未来をつくる！



主催 ： 京都知恵産業創造の森、京阪神スタートアップアカデミア・コアリション（KSAC）　協力 ： 東映（株）京都撮影所、東映太秦映画村　後援 : 京都府教育委員会、京都市教育委員会本プログラムは、国立研究開発法人科学技術振興機構による令和４年度大学発新産業創出プログラム スタートアップ・エコシステム形成支援（EDGE PRIME Initiative）により実施しています。

京都イノベーション・サマープログラム 2023
イノベ ーションを 学 び、未 来 をつくる、とっておきの サマープロ グラム（サマプロ ）！
この 夏 、京 都 から、エンタメの 未 来 をつくることに 挑 め！　 　 　 　 　※イノベーションとは…未来をつくるアイデア

プログラム・デザイン : （一社）i.club
だれもがつくりたい未来を創造できる世の中を目指し、
��代が未来をつくる力を育む教育をプロデュースする教育デザイン事務所です。

関西圏に在住の高校生または高専生（定員 ： ��名程度）　
*応募者多数の場合は選抜を予定。

東映太秦映画村　（    京都市右京区太秦東蜂岡町１０）　JR「花園」駅より徒歩��分 / 嵐電「太秦広隆寺前」駅より徒歩５分
KOIN　（    京都市下京区函谷鉾町７８ 京都経済センター �階）　京都市営地下鉄烏丸線「四条駅」北改札出てすぐ

無料（全日昼食付き）１次募集　～�.��（�.��までに参加者へ連絡）　２次募集　～�.��（�.��までに参加者へ連絡）
*２次募集は応募状況に応じて実施しない可能性があります。*募集状況は募集ページをご確認ください。

全日程に参加可能であること

募集ページの申し込みフォームより
募集ページの問い合せから

▶募 集 ペ ー ジ は コ チラ

3
進路につながる体験を
これまで多くの高校生が、サマプロを通じて自
分のやってみたい！をみつけ、進路選択にもつ
ながりました！

イノベーションを基礎から
イノベーションってなに？どう考えるの？サマプ
ロでは、イノベーションを基礎からサポートし
ます！初心者大歓迎！１
多様な高校生とのグループワーク
サマプロでは、関西圏の多様な高校生が参加。
一緒に未来をつくるアイデアを考えるので、楽し
いこと間違いなし！２

▶ プ ロ グラム の � つ の 特 長 ▶ こん な 高 校 生 に お すす め！
◎ 未 来 をつくるアイデアを 考えてみた い！
◎ 多 様 な 高 校 生とつな がりた い！
◎この 夏 、な に か やってみた い！

▶ 参 加 特 典 映画村への入村 & 撮影所の特別見学!

���� 年、日本初の時代劇の映画やテレビの撮影をライブ見学できるパークとして 誕 生。時 代 劇 の 世 界 を 体 感 で きるショーや扮装体験はじめ、東映ヒーローやアニメとのコラボも展開中。���� 年は、世界初の乗れるエヴァ「エヴァンゲリオン京都基地」がオープン。

東 映 太 秦 映 画 村
���� 年（大正 �� 年）より京都で一番長い歴史を持つ映画の撮影所。東映となった ���� 年以降、映画「レジェンド＆バタフライ」をはじめ �,��� 本以上、テレビドラマは「科 捜 研 の 女」な ど約�,��� 話のドラマを撮影している。

東 映 京 都 撮 影 所

※プログラムの詳細は、参加決定後に改めてご連絡します。

DAY ２ : ワークショップ
高校生が考えるエンタメの未来とは？
コンテスト形式での発表会でサマプロ
大賞を決定！大賞チームには表彰も！

DAY ３ : コンテストDAY １ : インタビュー

▶ ス ケ ジュー ル
 7.28 FRI. 9:00-16:30＠東映太秦映画村ほか 7.29 SAT. 9:00-16:30＠東映太秦映画村 8.4 FRI. 9:00-16:30＠KOIN

チームでエンタメの未来をつくるアイ
デアを考えよう。中 間 発 表を行い、コ
ンテストに向けて準備しよう！

チームビルディングを行い、撮影所の
特別見学やインタビューを実施。エン
タメを探究し、ワクワクをみつけよう！

https://open.kyoto/calendar/����/


